
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

0.05 0.05

0 0 0 413

要求からの主な変更点 要求どおり

指摘事項等への対応 （指摘事項等） （対応）

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 0 4,685 4,685

413

概　算
人件費

0 0 0 4,272 4,272

0.00

4,272 4,272
人材育成 ２名 ２名

Aの
財源

目標 成果 達成状況

27予算案 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越
項目

当初予算 4,272 4,272

H26末
（見込）

H27

合計 0 4,272 4,272

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 26年度 27要求

H28
目標

補正予算 0

合計（A) 0 0 0

（予算案）

畜産関係業務への就業に向けた研修 委託 大家畜の飼養管理、繁殖管理及び飼料作物栽培
等に係る研修の実施

0 4,272 4,272

研修を通じた人材育成：２名

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27実施内容
H26 H27

（当初） （要求）

目指す姿
　大家畜の飼養管理、繁殖管理及び飼料作物の栽培等に係る研修を実施し、大規模畜産農家や酪農ヘルパー組合など畜産業界に
就業し活躍する人材を育成する。

現状
（予算編成

時）

　本県の大家畜（乳用牛・肉用牛）経営の飼養戸数及び飼養頭数は、農家の高齢化や輸入飼料価格の高止まり等の経営環境の悪化
により年々減少しており、生産基盤の弱体化が懸念される。
　一方、本県の作目別新規就農者の状況をみると、畜産関係への就農者人数は減少（平成20年15人→平成25年５人）しており、畜産
業へ就農・就職する人材の育成と確保が課題である。

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

畜産業の将来を担う人材の育成に向けて、委託先とともに県が主体的に取り組む必要がある。

県民との協働による実施： 実施中

１　夢ある農業を実践する経営体の育成 実施期間 H26 ～ H27

課・室 園芸畜産課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail encjiku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１-３　夢に挑戦する農業

事業番号 09 04 32 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 畜産関係業務就業人材育成事業 担
当
課

部局 農政部

mailto:encjiku@pref.nagano.lg.jp

